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本稿は、オーストリアのピアノ教育者カール・チェルニー Carl Czerny (1791-1857) が、
1844 年頃に出版した著書『若き娘への手紙』の序文の中で、自身の指導法について「一歩
一歩階段をのぼるような独自な教授法（Schritt zu Schritt）」と述べている点に着目しながら、






の結果、第 1 巻では基礎知識の徹底、第 2 巻では運指法、第 3 巻では演奏表現という、
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Carl Czerny’s Graded Pedagogy  
as seen in the “Pianoforte Schule op.500”: 





This paper focuses on the teaching methodology of Austrian piano educator Carl Czerny 
(1791-1857), described as “a unique teaching method that raises the level step-by-step (Schritt zu 
Schritt)”, in the preface of his book “Letters to a Young Lady” published in around 1844, while 
showing how this pedagogy was implemented in his book “The Pianoforte Schule op. 500”. This 
book consists of three volumes published in England, Austria, etc. around 1839. First, the learning 
items related to Czerny’s teaching principles were extracted, and all the learning items extracted 
from the three volumes were classified into those that were dealt with in a specific volume and 
those that were common and dealt with in multiple volumes. Among those that were treated as 
common, this paper looked into “grace notes and trills” dealt with in all the three volumes and 
examined how Czerny has organized them in the “The Pianoforte Schule op.500”. Results show 
that each volume discusses different perspectives associated with objectives of each, for example, 
thorough basic knowledge in Volume 1, the fingering method in Volume 2, and the performance 
expression in Volume 3. Also, each volume shows certain examples tracing back step-by-step the 
previous contents that have already been covered. In Volume 2, not only is the appropriate 
fingering shown in each passé, but as repeated practice is sought, elements for training the fingers 
are also added. In this way, through the training based on the repeated practice in Volume 2, it 
becomes possible to practice the trill aimed at improving the expression power in Volume 3. In 
short, the emphasis is on making the basics, more than anything else, thorough, enhancing the 
handling of the keyboard, and improving the ability to read music by training repeatedly a number 
of times and by fine tuning even once the content has been mastered, and in the end the aim of fine 
tuning the touch of the fingers which can perform musical expressions freely is expressed as “the 
unique teaching method that raises the level step-by-step” in “The Pianoforte Schule op.500”. 
 
 













オーストリアのピアノ教育者カール・チェルニー Carl Czerny (1791-1857)は、1844 年頃
に出版された著書『若き娘への手紙』の序文の中で、自身の指導法について「一歩一歩階
段をのぼるような独自な教授法（Schritt zu Schritt）」と述べている（Czerny 1844：ⅲ）。本
稿は、チェルニーのピアノ・テクニック習得法の根底をなす「一歩一歩階段をのぼるよう
な独自な教授法」に着目しながら、1839 年にイギリス、オーストリア等で出版された 3 巻
からなる著書『ピアノフォルテ教本 op.5001』の中で、テクニック習得の過程がどのように
提示されているのか示すことを目的としている。 
『ピアノフォルテ教本 op.500』は、チェルニーの約 20 年に渡るレッスン経験を経たのち
に出版されたピアノ演奏のための理論書で、一般的なピアノ練習曲集の形態とは大きく異
なり、音型ごとに詳細な説明が施されながら譜例が示されたのち、豊富な練習課題が続く
形式をとっている。この20年の間、チェルニーはフランツ・リスト Franz Liszt (1811-1886) 、














                                                                
1 正式名称は、Vollständige theoretisch-practische Pianoforte-Schule von dem ersten Anfange bis zur 
höchsten Ausbildung fortschreitend, und mit allen nötigen, zu diesem Zwecke eigends componieren 
zahlreichen Beispielen, in 3 Theilen, op.500（全ての必要な例を示して初歩から最高度の完成へ段
階的に前進する理論的実践的ピアノフォルテ教本 op.500）である。 




【表 1：教育活動と『ピアノフォルテ教本 op.500』】 
出版年 主な練習曲 生涯 同時期の、他の作曲家の主な作品 
1791   チェルニー誕生   
1792       
1798       
1801       
1802       
1803       
1806   レッスン開始   












ナッスム op.44》第 2 巻 
1827 《チェルニー100 番》 
 
クレメンティ《グラドゥス・アド・パル
ナッスム op.44》第 3 巻 








ショパン《12 の練習曲 op.10》 
メンデルスゾーン《無言歌集第 2 巻》 
1836 
『フーガ演奏および 
多声楽曲の演奏 op.400』 レッスン終了 
ショパン《12 の練習曲 op.25》 
ショパン《バラード第 1 番 op.23》 
1837 《チェルニー60 番》   リスト《超絶技巧練習曲第 2 稿》 
1839 『ピアノフォルテ教本 op.500』出版 メンデルスゾーン《無言歌集第 4 巻》 
      シューマン《子供の情景 op.15》 
      シューマン《クライスレリアーナ op.16》 
      ショパン《ピアノソナタ第 2 番 op.35》 
1844 《チェルニー50 番》   ショパン《ピアノソナタ第 3 番 op.58》 
1856 《チェルニー30 番》   リスト《ピアノソナタロ短調》 
      ブラームス《バラード op.10》 





らしくはなかったからである。そして 30 年後の 1836 年までレッスンを続け、レッスンで




この 1806〜1836 年の間に出版された主な練習曲集として、1834 年出版の《チェルニー
40 番 2》が挙げられる。そして、この間の代表的な弟子として、フランツ・リスト Franz 
Liszt (1811-1886)、テオドール・デューラー Theodor Dürer (1814〜1856) 、テオドール・
レシェティツキ Teodor Leszetycki (1830-1915) 、テオドール・クーラック Theodor Kullak 







としてムツィオ・クレメンティ Muzio Clementi (1752-1832) のソナタを用いて拍子の正確
さ、きちんとしたタッチ、きれいな音色、正しい運指、曲に合った歌わせ方を身につけさ
せたのち、ヨハン・ネポムク・フンメル Johann Nepomuk Hummel (1778-1837) 、フェル
ディナント・リース Ferdinand Ries (1784-1838) 、イグナーツ・モシェレス Ignaz 
Moscheles (1794-1870) 、ルードヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven 
(1770-1827) 、ヨハン・セバスティアン・バッハ Johann Sebastian Bach (1685-1750) 等の作
品に取り組ませ、作曲家それぞれの精神的気風や性格を把握させることができたと記録し
ている。（ヴェーマイヤー1986：162） 
チェルニーは、完全にレッスンを辞めた 1836 年から 3 年後となる 1839 年に、『ピアノフ
ォルテ教本 op.500』を出版した。この教本は、練習曲が多数収録されている曲集ではなく、
ピアノ演奏に必要な技術に関する詳細な説明と、豊富な譜例が示された理論書として書か
れている。その後、1844 年に《チェルニー50 番 3》が出版され、1856 年に《チェルニー30
番 4》が出版された。 
 
３ 『ピアノフォルテ教本 op.500』 
３-１ 出版について 
『ピアノフォルテ教本 op.500』は 1839 年にまず、イギリスで独占販売された。販売元で
あるロンドンのコックス社 Messrs. Cocks and Co. 版の表紙を見てみると、London, 
Published only by MESSRS. R. COCKS & Co.と書かれていること、あわせて、ヴィクトリア
女王が『ピアノフォルテ教本 op.500』編纂に関係していた思われる MUSIC PUBLISHERS by 
special appointment to HER MAJESTY という記述があることからも、この著書が生まれるき
っかけの 1 つにイギリスのヴィクトリア女王が関係し、その出版もまずはイギリスで行わ
れたことがうかがえる。そして同年、ウィーンのディアベリ社 Diabelli（Czerny: 1839b）
からも出版されたほか、ミラノのリコルディ社 Ricordi とパリのリショー社 Richault か
らも出版されたことが記録されているが、リコルディ版とリショー版の詳しい出版年は明
                                                                
2 Die Schule der Geläufigkeit, op.299 
3 Kunst der Fingerfertigkeit, op.740 
4 30 Études de Méchanism, op.849 





３-２ 補巻について  
チェルニーの『ピアノフォルテ教本 op.500』は、元々は全 3 巻であったが、1846 年頃に
ウィーンで再版された『ピアノフォルテ教本 op.500』において、「過去および近代のクラヴ
ィーア作品の演奏芸術または現代に至る歩み 5」という題名の第 4 巻が加えられた。ここ
では第 1〜3 巻のように、演奏知識や技術習得、指の練習に重きが置かれた構成ではなく、































                                                                
5 Die Kunst des Vortrags der ältern und neuen Claviercompositionen oder: Die Fortschritte bis zur neuesten Zeit 















【表 2：第 1〜3 巻の巻題と学習事項】 
  第１巻 第２巻 第３巻 
巻題 
ピアノ演奏および 











































・音階   ・トリル、装飾音  ・強弱記号  ・和音、分散和音 
・レガートとスタッカート    ・フーガ、多声楽曲 
・音部記号     ・手の交差     ・テンポ  ・テンポ変化 
 
【表 2】は、『ピアノフォルテ教本 op.500』の第 1〜3 巻について、巻題、特定の巻で扱
われる学習事項、共通する学習事項についてまとめたものである。コックス社版の『ピア
ノフォルテ教本 op.500』は全 3 巻でひとまとまりであるが、各巻には、それぞれの学習目
的に応じた巻題がつけられている。あわせて【表 2】では、「特定の巻で扱われる学習事項」
                                                                
6 学習事項とは、演奏のために必要な音楽知識やテクニックをさす。 
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知識、指の技巧訓練の 1 つの完成が目指されている。 






















5−1 段階の実例  
 装飾音とトリルは、全巻を通して 4 箇所で扱われている。第１巻の第 16 章と第 17 章、
第２巻の第 9 章、第３巻の第 4 章である。全巻を通して 4 章使って説明されているが、そ
れぞれの箇所での学習目的は異なっている。まず第 1 巻では【譜例 1】から【譜例 6】で示










第 1 巻第 16 章では「その記号が表す装飾、特別な性格を表す装飾、それらの練習 7」と
して、【譜例 1】から【譜例 3】のような装飾音の表記と奏法が併記されている。 
【譜例 1：前打音】 
Czerny：1839a 
【譜例 1】の段階では、装飾音はまだ 1 つのみ演奏することになっているが、同様の方法









                                                                
7 On Graces or Notes of Embellishment, and the Signs employed to indicate them / On Graces expressed by 
particular characters Exercises on Graces and Embellishments 





【譜例 3】ではターンの習得が目標とされ、これまでで最多となる、1 拍につき 4 音の装飾





 次に、第 1 巻第 17 章「トリルについて、両手でのトリル、ダブル・トリルについて、ト
リルの練習 8」では下記の【譜例 4】による説明から開始される。 
【譜例 4：長いトリル】 
Czerny：1839a 
第 17 章で扱われるトリルは、【譜例 4】のように、再び右手のみの演奏に戻るものの、前




【譜例 5】では 3〜4 度重音によるダブル・トリルで演奏できなければならない。1 拍に入
                                                                
8 Shakes with both hands, and Double Shakes Practical Exercises on the Shake 
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第 2 巻第 9 章「トリルの指づかい、二重音を押さえながらの一重トリル、二重トリル、







                                                                
9 Fingering of the Shake / On Single Shakes over Double notes / On Double Shakes / Exercises on shakes 










の練習」に取り組み、運指と指作りの基礎訓練を一旦終え、第 3 巻に入る。 








                                                                
10 On playing Embellishment 











D 付近からラレンタンドすると同時に、最後の 9 つの音は表情を強めるために、上二点 D、
上二点 H、上二点 G に軽くアクセントをつけながら降下し、最後 3 つの音でデクレッシェ
ンドするよう書き込まれている。なお、ここでのクレッシェンドとラレンタンドは強調し
















６ まとめ：『ピアノフォルテ教本 op.500』におけるテクニック習得法   
本稿では、チェルニーのピアノ指導の重要な一側面である「一歩一歩階段をのぼるよう
な独自な教授法」に着目し、著書『ピアノフォルテ教本 op.500』の中でその教授法がどの







については、第 1 巻では、【譜例 1】の前打音のような音が少なく単純な装飾音型から複数
の段階を経て、【譜例 6】の「トリルと旋律を同時に弾く音型」まで到達していることが見





















第 1 章： 体の位置と手の位置，鍵盤の知識 
第 2 章： 初歩の指の練習，打鍵の規則 
第 3 章： 音符や楽譜の知識，高音部記号の知識 
第 4 章： 指の訓練と練習曲の続き 
第 5 章： 低音部記号の知識，教師への言葉 
第 6 章： 黒鍵と変化記号について，記号について 
第 7 章： 親指の潜行 
第 8 章： 全ての長調での音階練習 
第 9 章： 音価その細分，音の細分の練習 
第 10 章： 音の細分の規則の続き 
 付点，タイについて 
第 11 章： 細分に関する記号の続き 
 休符，シンコペーション，多声部の楽     
 曲について等しくない数での細分 
第 12 章： 様々な種類の拍子 
 使われている全ての拍子の例 
第 13 章： 正確なテンポについて， 
 強調される拍とされない拍 




 第 14 章の練習曲，音程の注意 
第 15 章： テンポ，動きの度合いについて 
 イタリア語での表記 
 指の訓練の続き 
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第 16 章：装飾音と，その記号が表す装飾 
 特別な性格を表す装飾，それらの練習 
第 17 章： トリルについて，両手でのトリル，ダブ 
 ル・トリルについて，トリルの練習 








【資料 2：第 2 巻目次】 
巻題： 指づかいについて 









第 2 章： 3 度，4 度，6 度，オクターブ， 
 これらに関連するパッセージ 
第 3 章： 和音に基づいたパッセージ 
 A. 長調と短調の三和音から生じるパッセージ 
  B. 1 つの黒鍵を含む和音 
 C. 2 つの黒鍵を含む和音 
 D. Fis dur と dis moll の和音の指づかい 
第 4 章： 装飾音のついた和音 
第 5 章： 七の和音にもとづくパッセージ 
第 6 章： 音階と和音のパッセージの中に生じる 
 二重音 
第 7 章： 二重音の連続，半音階の連続，4 度の連続 
 6 度の連続，オクターブの連続 
 最新のパッセージ 
第 8 章： 再度同じ鍵盤を打鍵するときの指かえ 




第 10 章：手を交差，混合させたパッセージの 
 指づかい 
第 11 章：滑らかに和音を奏するための指づかい 
第 12 章：同一鍵盤上での指かえ 
第 13 章：同じ指を複数の鍵盤に連続してあてる 
 指づかい 
第 14 章：大きな跳躍のある指づかい 
第 15 章：あらゆる部分での指づかい 
第 16 章：2 本の指で同時に打鍵することについて 
 第 2 部における注意事項 
 補足のための練習 









第 2 章：レガートとスタッカートのあらゆる段階 
での使用について，メッゾ・スタッカー
トとソステヌート，スタッカート，マル
カートとスターカッティッシモについて    
C 
第 3 章：テンポの変更，その詳細な規則，リタルダ 
 ンドとアッチェレランドの使用について 




東京音楽大学大学院論文集 第 3巻第 2号 (2017) 
84 
 
第 5 章：鮮やかなパッセージに適した表現につい 
 て分散和音の最適な使い方 
第 6 章：ペダルの使用について 
 ダンパー・ペダル，スライド・ペダル 
 フルート・ペダルまたはピアノ・ペダル 
第 7 章：メルツェルのメトロノームの使用につい 
 て 





第 9 章：鮮やかな演奏について 
第 10 章：情熱的で特徴的な作品の演奏について 
第 11 章：人前での演奏 
第 12 章：フーガやその他の様式による作品の演奏 
第 13 章：暗譜 
第 14 章：初見演奏 
第 15 章：様々な作曲家とその作品に適した特殊な 
 演奏法 
第 16 章：移調 
第 17 章：スコア演奏，および高音部記号，テノー
ル記号等のその他の記号 
第 18 章：前奏曲 






第 1 章：ジギスモント・タールベルク（Sigismond Thalberg,1812〜1871）， 
テオドール・デーラー（Theodor Döhler,1814〜1856）， 
アドルフ・フォン・ヘンゼルト（Adolf von Henselt, 1814〜1889）, 
フレデリック・フランソワ・ショパン（Frédéric François Chopin,1810〜1849）， 
フランツ・リストらの最新の作品の演奏  
第 2 章：ルードヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（Ludwig van Beethoven, 1770〜1827）の
全ピアノ作品の正しい演奏 
第 3 章：ベートーヴェンの伴奏付きピアノ作品の正しい演奏 
第 4 章：ヨハン・セバスティアン・バッハ（Johann Sebastian Bach,1685〜1750）， 
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